
スマトラ沖地震直後にタイで観測された地磁気脈動 

A geomagnetic pulsation observed at Thailand just after the earthquake on December 26, 
2004 
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2004 年 12 月 26 日のスマトラ沖地震では、00 時 59 分（UT）の発生から約 12 分後に、約 1450ｋｍ離れたタイ中

央部の Phimai（15.18N, 102.56E）で周期が約 3.8 分の地磁気脈動が観測された。ほぼ同経度で、緯度が約 10 度

北の中国 THJ では、ほぼ同時に周期が約 30 秒程度の脈動が観測されたが、3.8 分の脈動は観測されなかった。ま

た、より緯度の高い Urumqi や阿蘇でも観測されなかったので、この脈動は低緯度の限られた領域にのみ出現した

とみられる。振幅は南北成分が最も大きく、次にＺ成分で、東西成分にはほとんどみられない。これら出現時間お

よび振幅の成分依存性から、地震によるセンサーの振動ではないことがわかる。現時点では、地震に伴う海面の上

下運動が音波モードの波として電離層高度に到達、熱圏で反射され、中層大気あるいは海面との間に形成される音

波ダクトで共鳴し、電離層高度の大気を上下運動させたため生じた振動するダイナモ電流が原因であると推測され

る。本講演では、音波モードの波を定量的に取り扱える非静力学大気圏・電離圏結合モデルを用いて、このシナリ

オを定量的に調べた初期結果を報告し、観測データとの比較を行う。 


